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表紙●5月15日(金)森林文化アカデミーにおいて、森林総
合教育センター（morinos）がオープンします。
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ご自由に お持ちください。

森林のたより
も　 　　り

森林総合教育センター（愛称morinos）完成

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

3月1日㈰～
5月31日㈰ 緑の募金（春期） 「緑の募金で進めようＳＤＧｓ」をスローガンに、家庭募金、

企業募金、職場募金などを行います。 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577

森林・林業関係イベントカレンダー（5月）

 

森林のたより４月号（No.799）において、ぎふ木遊館の開館についてお知らせしましたが、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、
４月28日の開館は当面延期となりました。あわせて、オープン記念イベント（４月29日から５月６日まで）も延期となりましたのでお知ら
せします。

お知らせ
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　森林総合教育センター（以下、morinos（もりのす）とす
る）は、「ぎふ木育３０年ビジョン」の実現に向け、幼児から大
人まで「すべての人と森をつなぎ、森と暮らす楽しさと、森林
文化の豊かさを次世代に伝えていく」施設です。
　林業先進国であるドイツのバーデン・ヴュルテンベルク州
において、多くの市民が森林への理解を深める場所である
「森の家」という意味の「ハウス・デス・ヴァルデス」を参考
に、森林教育の総合拠点として整備しました。

【問い合わせ先】　●森林文化アカデミー　森林総合教育センター　研修係　TEL 0575-35-3883（直通）

施設全景

建設現場で指導する隈研吾氏

morinos
森林総合教育センター

　建築家の隈研吾氏からは、基本
設計案の指導、施工図面に関する
指導等を受け、昨年12月には森林
文化アカデミー内の建設現場にお
越しいただき、直接、現地で床材
について周辺との統一を図るなど
の指導や助言をいただきました。

隈研吾氏による指導・助言

　森林文化アカデミーでは、令和元年度は、教育機関、指導者、一般向けなど対象者別に44種類の森林教育プログラムを開発・
試行しており、今年度からはmorinosを拠点として本格的に森林教育プログラムを提供してまいります。
　この「森の入り口」ともいえるmorinosに森林教育プログラムの参加者が集い、すべての人が森の豊かさや楽しさを学ぶ森の体
験を広め続けていきます。
　皆さんもmorinosに足を運び、岐阜県の森や木の素晴らしさに触れてみませんか。

森林教育プログラムの開発・実践

施設の概要

構　　造 木造平屋建て

場　　所 美濃市曽代地内　森林文化アカデミー内

延床面積 129㎡

木材使用量 約94㎥（県産材：100％）

　建物正面には、施設の象徴として、訪れた誰もが印象に残る
よう、県産材丸太の柱を「Ｖ字形」に配置し、建物のアクセント
としています。この「Ｖ字柱」は、アカデミー生により、演習林
から伐採・搬出した木材で造られています。また、アカデミー
演習林の土を用いて、著名な左
官職人の挾土秀平氏にシンボル
壁を塗って頂きました。
　施設内には子どもから大人ま
でが森林教育プログラムを体験
できるオープンスペースや利用者
が自由に過ごすことができるカウ
ンタースペース、いつでも誰でも
楽しむことができる図書・談話ス
ペースなどを備えており、誰もが
気軽に利用できます。

演習林で伐採するアカデミー生

施設の特徴

施設の経緯

森林教育プログラム

森のこけこっ子キャンプ

小学生を対象とした体験
キャンプを通じて自然の接
し方、楽しみ方を学ぶ森林
教育プログラム

ロゲイニング inみの

成人グループや家族を対象
に地図上のチェックポイン
トをチームで協力しながら
制限時間内に探し出し得点
を競う森林教育プログラム

※新型コロナウイルス感染拡大により、5月 15 日の開所を延期しました。ご理解、ご協力のほどお願い申し上げます。
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重
点
施
策
：
林
業
の
担
い
手
対
策

１　
新
規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着

　

林
業
の
深
刻
な
担
い
手
不
足
の
解
消
を
目
指
し
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
る
林
業
へ
の
就
業
促
進
、
外
国
人
材
の
活
用
に
向
け
た
検

討
及
び
県
営
林
の
長
期
管
理
委
託
に
よ
る
新
規
雇
用
増
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
林
業
分
野
の
労
働
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
⑴
岐
阜
県
林
業
就
業
移
住
支
援
金
制
度
の
創
設（8

，0
0
0
千
円
）

・
県
内
で
林
業
に
従
事
す
る
た
め
に
県
内
に
移
住
し
た
者
を
対

象
に
、
新
た
に
移
住
支
援
金
を
支
給

新
⑵
外
国
人
材
の
活
用
に
向
け
た
講
習
会
の
開
催
等

（
2
，0
0
0
千
円
）

・
林
業
事
業
体
の
経
営
者
を
対
象
と
し
た
技
能
実
習
制
度
に
関

す
る
講
習
会
や
先
進
事
例
の
報
告
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
林
業

事
業
体
で
構
成
す
る
研
究
会
に
お
い
て
外
国
人
材
の
活
用
に
向

け
た
検
討
を
実
施

新
⑶
県
営
林
の
長
期
管
理
委
託
に
よ
る
新
規
雇
用
･
育
成
･
定
着

の
促
進�

（
8
，8
7
7
千
円
）

・
県
営
林
の
長
期
管
理
委
託
に
よ
り
、
林
業
事
業
体
が
事
業
地

の
安
定
確
保
を
図
る
こ
と
で
、
新
技
術
導
入
や
森
林
技
術
者
の

新
規
雇
用
･
育
成
･
定
着
を
促
進

新
⑷
安
全
対
策
の
調
査
分
析
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
講
習
会

の
開
催�

（
１
０
，0
0
0
千
円
）

・
労
働
災
害
防
止
の
た
め
、
林
業
事
業
体
が
行
っ
て
い
る
安
全

対
策
の
調
査
分
析
、
分
析
結
果
を
基
に
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
、
伐
倒
技
術
訓
練
機
等
の
整
備
及
び
森
林
技
術
者
と
経

営
者
を
対
象
と
し
た
実
技
講
習
会
を
開
催

新
⑸
安
全
技
術
・
意
識
向
上
の
た
め
の
伐
木
安
全
技
術
評
価
会
の

開
催�
（
5
，0
0
0
千
円
）

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
操
作
技
術
と
安
全
動
作
、
安
全
意
識
向
上
を

図
る
た
め
、
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
に
準
じ
た
評
価

会
等
を
開
催

２　
生
産
性
向
上
に
向
け
た「
機
械
化
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
」等
の
推
進

　

拡
大
・
多
様
化
す
る
木
材
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
機
械
化
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
を
支
援
し
、
林
業
事
業
体
の
木
材
生
産
性
向

上
を
図
り
ま
す
。

新
⑴
小
規
模
事
業
体
に
対
す
る
高
性
能
林
業
機
械
レ
ン
タ
ル
制
度

の
創
設�

（
8
，9
8
8
千
円
）

・
小
規
模
な
林
業
事
業
体
の
機
械
化
を
促
進
す
る
た
め
、
県
と

委
託
契
約
を
締
結
す
る
レ
ン
タ
ル
会
社
が
林
業
事
業
体
に
対

し
、
機
械
の
貸
出
し
と
技
術
指
導
を
実
施

　

⑵
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
対
す
る
支
援

（
1
7
2
，9
9
0
千
円
）

・
林
業
事
業
体
が
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
す
る
た
め
の
経
費

を
助
成

新
⑶
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
実
証
試
験
等
の
実
施�

（
7
，3
0
9
千
円
）

・
携
帯
電
話
の
圏
外
エ
リ
ア
で
も
位
置
情
報
な
ど
を
相
互
通
信

で
き
る「
情
報
相
互
通
信
シ
ス
テ
ム
」の
実
証
試
験
等
を
行
う
と

と
も
に
、
林
業
事
業
体
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催

新
⑷
林
業
事
業
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導
入
に
対
す
る
支
援

（
１
１
，4
5
0
千
円
）

・
森
林
資
源
の
情
報
管
理
や
木
材
生
産
の
効
率
化
、
低
コ
ス
ト

化
を
図
る
た
め
、
林
業
事
業
体
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
等
を
導
入
す
る

た
め
の
経
費
を
助
成

重
点
施
策
：「
ぎ
ふ
木
育
」の
推
進

３　
「
ぎ
ふ
木
育
」の
推
進

　

森
林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
理
解
を
醸
成
す
る
た
め
、「
ぎ

ふ
木
育
」の
総
合
拠
点「
ぎ
ふ
木
遊
館
」、
森
林
教
育
や
リ
ー

ダ
ー
的
人
材
育
成
の
拠
点「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
愛
称
：

m
o
r
i
n
o
s
）」を
開
設
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
県
民
の
方
に

対
し
、ぎ
ふ
の
森
や
木
に
ふ
れ
あ
い
、親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

新
⑴「
ぎ
ふ
木
遊
館
」に
お
け
る
木
育
体
験
の
提
供

（
５
２
，
９
５
０
千
円
）

・
幼
児
・
子
ど
も
を
中
心
に
、
親
や
祖
父
母
世
代
に
も
木
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
場
所
や
、
木
工
工
作
な
ど
の
木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
ぎ
ふ
木
育
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
人
材
を
育
成

新
⑵「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
」に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
実

施�

（
３
９
，3
8
7
千
円
）

・
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い
世
代
を
対
象
と
し
た
森
林
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践
、
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
育
成
等

を
実
施
。
ま
た
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
実
践
者
等
を
対
象
と
し
た

交
流
会
を
開
催

重
点
施
策
：
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
を
契
機
と
し
た

　
　
　
　
　

県
産
材
の
販
路
拡
大

４　

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

と
し
た
県
産
材
の
販
路
拡
大

　

東
京
2
0
2
0
大
会
の
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
を
始
め
と
し

た
施
設
で
県
産
材
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
実
績
を
通
じ
て

高
め
た
県
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
、
国
内
外
へ
の
販
路
拡

大
を
一
層
促
進
し
ま
す
。

　

⑴
県
産
材
の
輸
出
促
進
に
向
け
た
海
外
Ｐ
Ｒ
の
実
施

（
１
７
，3
6
0
千
円
）

・
海
外
で
の
常
設
展
示
場
設
置
、
商
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
香
港
な
ど
新
た
な
国
や
地
域
の

市
場
調
査
を
実
施

　

⑵
新
商
品
開
発
な
ど
県
産
材
の
競
争
力
強
化
・
販
路
拡
大
へ
の

支
援�

（
２
７
，0
0
0
千
円
）

・
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
国
内

外
で
の
販
路
開
拓
等
の
取
組
を
支
援

新
⑶
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
で
の
利
用
後
に
返
還
さ
れ
る
県
産

材
の
効
果
的
な
活
用
方
法
の
検
討�

（
４
，7
2
9
千
円
）

・
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
の
建
築
資
材
と
し
て
提
供
し
た
県

産
材
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を
検
討

　

⑷
公
共
施
設
や
商
業
施
設
等
の
木
造
化
･
木
質
化
の
促
進

�

（
6
3
5
，1
9
5
千
円
）

・
教
育
・
福
祉
な
ど
の
公
共
施
設
や
、
コ
ン
ビ
ニ
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
商
業
・
観
光
施
設
の

木
造
化
・
木
質
化
を
支
援

望
ま
し
い
森
林
の
姿
へ
と
誘
導
す
る

　
　
　
「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」

５　
森
林
経
営
管
理
制
度
に
か
か
る
市
町
村
支
援

　

平
成
31
年
４
月
に
始
ま
っ
た「
森
林
経
営
管
理
制
度
」の
円
滑
な

運
用
に
向
け
、
市
町
村
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
⑴
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

（
6
，2
1
2
千
円
）

・
制
度
運
用
に
係
る
一
連
の
業
務
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施

し
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
市
町
村
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

・
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開
催

　

⑵
市
町
村
職
員
研
修
、
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
等
の
養
成

�

（
１
２
，1
5
2
千
円
）

・
経
験
年
数
や
取
組
み
の
進
度
に
応
じ
た
階
層
別
研
修
を
実
施

・
地
域
森
林
監
理
士
や
、
森
林
所
有
者
に
施
業
提
案
を
行
う
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
養
成

　

⑶
市
町
村
等
に
お
け
る
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
の
活
用
促
進

�

（
１
１
，6
8
6
千
円
）

・
地
域
の
森
林
づ
く
り
を
支
え
る
地
域
森
林
監
理
士
を
活
用
す

る
際
の
経
費
を
助
成

　

⑷
地
籍
調
査
結
果
の
反
映
や
航
空
レ
ー
ザ
デ
ー
タ
の
解
析
に
よ

る
森
林
情
報
の
精
度
向
上�

（
８
７
，9
4
5
千
円
）

・
市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
地
籍

調
査
等
の
結
果
を
森
林
簿
等
に
反
映

・
適
正
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
森
林
の
箇
所
抽
出
に
向
け
、

既
存
の
航
空
レ
ー
ザ
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
森
林
資
源
情
報
を
市

町
村
へ
提
供

6　
主
伐
・
再
造
林
の
推
進

　
「
１
０
０
年
の
森
林
づ
く
り
計
画（
森
林
配
置
計
画
）」の
森
林
区

分
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
森
林
整
備
を
進
め
、
再
造
林
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
多
様
な
樹
種
の
試
験
的
導
入
を
実
施
し
ま
す
。

　

⑴
将
来
の
森
林
資
源
確
保
に
向
け
た
主
伐
・
再
造
林
へ
の
支
援

�

（
1
7
7
，9
9
3
千
円
）

・
森
林
資
源
の
更
新
対
策
の
た
め
、
伐
採
と
再
造
林
に
取
り
組

む
森
林
所
有
者
等
を
支
援

　

⑵
新
た
な
早
生
樹（
セ
ン
ダ
ン
）の
試
験
導
入�

（
8
，3
1
3
千
円
）

・
早
期
の
成
長
・
収
穫
が
期
待
さ
れ
る
早
生
樹（
セ
ン
ダ
ン
等
）

の
導
入
に
向
け
本
県
の
環
境
下
で
の
生
育
状
況
の
分
析
・
施
業

体
系
の
確
立
等
を
図
る
た
め
、
実
証
試
験
を
実
施

　

⑶
森
林
区
分
に
応
じ
た
森
林
整
備
の
推
進

�

（
3
，8
9
1
，7
3
8
千
円
）

・
林
業
、
環
境
、
観
光
、
生
活
と
い
っ
た
人
々
の
活
動
や
自
然

条
件
等
に
よ
り
区
分
し
た「
木
材
生
産
林
」、「
環
境
保
全
林
」、

「
観
光
景
観
林
」、「
生
活
保
全
林
」に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
に
沿
っ
た
森
林
整
備
等
を
支
援

林
業
経
営
を
重
視
し
た

　
　
　
　
「
生
き
た
森
林
づ
く
り
」

7　
効
率
的
な
木
材
生
産
体
制
の
強
化

　

大
型
製
材
工
場
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
の

稼
働
に
よ
る
木
材
需
要
に
応
え
る
た
め
、
効
率
的
な
木
材
生
産
体

　

県
林
政
部
の
一
般
会
計
に
お
け
る
令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
一
昨
年
発
生
し
た
災
害
の
復
旧
事
業
が
一
段
落
し
た
こ
と
、
今

年
度
オ
ー
プ
ン
す
る「
ぎ
ふ
木
遊
館
」と「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
」の
建
設
整
備
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
対
前
年
度
比

93
．７
％
、
金
額
に
し
て
13
億
９
，４
５
１
万
４
千
円
減
の
２
０
７
億
１
６
８
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
元
年
度

の
国
補
正
予
算
22
億
５
，7
６
７
万
５
千
円
を
加
え
る
と
２
２
９
億
５
，９
３
６
万
３
千
円
と
な
り
、
対
前
年
を
若
干
上
回
る
予
算

規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

林
政
部
と
し
て
大
き
く
３
点
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
林
業
の
担
い
手
対
策
」で
す
。

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
就
業
促
進
や
労
働
安
全
対
策
の
推
進
な
ど
に
よ
る「
新
規
就
業
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着
」と
林
業
現
場

へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
促
進
な
ど
に
よ
る「
生
産
性
向
上
に
向
け
た「
機
械
化
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
」等
の
推
進
」

の
２
つ
の
取
組
に
よ
り
深
刻
な
状
況
に
あ
る
林
業
の
担
い
手
不
足
へ
取
り
組
み
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「「
ぎ
ふ
木
育
」の
推
進
」で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
策
定
し
た「
ぎ
ふ
木
育
30
年
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
を
目
指
し
、
岐
阜
市
に
は
、
暮
ら
し
か
ら
木
育
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
施
設
と
し
て「
ぎ
ふ
木
遊
館
」を
、
美
濃
市
の
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
内
に
は
、
森
か
ら
木
育
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
施
設
と
し

て「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
愛
称
m
o
r
i
n
o
s
）」を
開
所
し
、
施
設
で
の
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
、
森
林
の
大
切
さ
、
森

林
に
関
わ
る
仕
事
へ
の
興
味
・
関
心
、
更
に
は
木
材
の
積
極
的
な
利
用
な
ど
、
県
民
理
解
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
を
契
機
と
し
た
県
産
材
の
販
路
拡
大
」で
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
を
始
め
と
し
た
施
設
で
県
産
材
が
活
用
さ
れ
る
実
績
を

活
か
し
、
国
内
外
へ
販
路
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。

　

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

岐
阜
県
林
政
部
予
算
の
あ
ら
ま
し

令
和
２
年
度

ツバメの巣が落ちてしまった！

　春から初夏にかけては野鳥の子育てシーズンです。勝手に野鳥を飼うことは法律で禁止されていますが、もし、

人間が野鳥のヒナを拾って育てるとどうなるでしょうか。

　人間は、ヒナにエサの取り方や、天敵からの身の守り方などを教えることはできません。人間に育てられたヒナは

自然の中で生きる方法を知らずに育つため、二度と自然に戻れない鳥になってしまいます。

　また、安易に野鳥を餌付けすると、人慣れして人間の食べ物を狙ったり、密集して感染症の拡大を招いたり、渡り

の時期が狂ったり、数が増えすぎて生態系に影響を与えることもあります。安易な餌付けはしないでください。

　カップ麺の容器やザルに、ちぎった新聞紙などの代用巣材を敷い

て、その中にヒナを入れ、元の巣の位置から近い場所にひもやガム

テープで固定しておく方法があります。

【環境企画課　宮川 紀子】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8231 生物多様性係まで

野鳥のヒナを拾わないで！
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制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

⑴
林
道
・
林
業
専
用
道
等
の
路
網
整
備
の
推
進

（
2
，2
2
8
，7
0
9
千
円
）

・
効
率
的
な
木
材
生
産
や
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
進
め
る
た

め
、
市
町
村
が
行
う
林
道
の
整
備
に
対
し
て
助
成
す
る
と
と
も

に
、
基
幹
的
な
林
道
及
び
林
業
専
用
道
の
整
備
を
県
が
代
行
し

て
行
う
。

8　
特
用
林
産
物
の
生
産
体
制
、
販
路
拡
大
の
強
化

　

大
嘗
祭
へ
の
供
納
品
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い

る
原
木
し
い
た
け
等
の
特
用
林
産
物
を
生
産
か
ら
販
路
拡
大
ま
で

総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

新
⑴
き
の
こ
原
木
林
再
生
・
利
用
モ
デ
ル
の
整
備（1

，6
5
0
千
円
）

・
き
の
こ
原
木
林
の
整
備
を
モ
デ
ル
的
に
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
林
業
事
業
体
へ
普
及

　

⑵
原
木
等
生
産
資
材
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立（4

，1
5
5
千
円
）

・
県
産
材
を
活
用
し
た
原
木
や
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
等
生
産
資
材
の

共
同
購
入
を
支
援

新
⑶
新
規
生
産
者
へ
の
経
営
支
援�

（
2
，0
0
0
千
円
）

・
原
木
き
の
こ
生
産
者
の
生
産
開
始
直
後
の
経
営
安
定
化
を
図

る
た
め
給
付
金
を
支
給

　

⑷
き
の
こ
の
生
産
体
制
の
強
化�

（
２
３
，0
2
3
千
円
）

・
き
の
こ
の
生
産
拡
大
や
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
製
品
の
生
産
に
必
要

な
施
設
の
整
備
を
支
援

新
⑸
特
用
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
・
競
争
力
の
強
化

�

（
4
，3
0
0
千
円
）

・
新
製
品
の
開
発
、
国
内
や
海
外
で
の
販
路
開
拓
等
の
取
組
み

を
支
援

環
境
保
全
を
重
視
し
た

　
　
　
　
「
恵
み
の
森
林
づ
く
り
」

９　
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活
用
し
た
自
然
環
境
の

保
全
・
再
生

　

管
理
不
足
で
荒
廃
し
た
森
林
の
増
加
、
外
来
生
物
の
繁
殖
、
水

環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
森
林
や
河
川
の
持
つ
公
益
的
機
能
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環

境
税
」を
活
用
し
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

⑴「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」の
推
進（5

5
0
，0
0
0
千
円
）

・
奥
地
水
源
林
の
整
備
、
集
落
近
く
の
里
山
林
や
生
活
保
全
林

の
整
備
、
危
険
な
樹
木
の
除
去
、
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
森
林

の
総
合
整
備
等
を
支
援

　

⑵
人
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り�

（
2
4
4
，9
1
3
千
円
）

・
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の
人
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
公
共
施
設
等
の
木
造
化
・
内
装
木
質
化
や
木
製

学
習
教
材
導
入
へ
の
支
援
、
森
と
木
と
水
に
関
す
る
環
境
学
習

等
を
実
施

　

⑶
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
環
境
保
全
活
動
の
促
進

（
1
3
7
，0
0
0
千
円
）

・
地
域
団
体
や
市
町
村
が
提
案
す
る
環
境
保
全
の
取
組
み
を
支
援

10　
地
産
地
消
型
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進

　

建
築
資
材
と
し
て
利
用
で
き
な
い
端
材
等
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
木
質
資
源
ボ
イ
ラ
ー
等
の
導
入
や
、
安
定
供
給
体
制
の
構
築

を
促
進
し
ま
す
。

　

⑴
木
質
資
源
ボ
イ
ラ
ー
・
ス
ト
ー
ブ
等
の
導
入
に
対
す
る
支
援

�

（
３
５
，0
0
0
千
円
）

・
公
共
施
設
や
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る
商
業
・
観
光
・
レ

ジ
ャ
ー
施
設
等
に
お
け
る
木
質
資
源
ボ
イ
ラ
ー
・
ス
ト
ー
ブ
等

の
導
入
経
費
を
助
成

　

⑵
県
民
協
働
に
よ
る
未
利
用
材
の
搬
出
に
対
す
る
支
援

�

（
7
，7
0
0
千
円
）

・
市
町
村
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
未
利
用
材
を
搬
出
す

る
取
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
地
域
で
組
織
す
る
協
議
会
等
に

対
し
て
、
搬
出
さ
れ
た
未
利
用
材
の
買
い
取
り
経
費
を
助
成
し

ま
す
。
ま
た
、
未
利
用
材
の
搬
出
・
集
積
に
要
す
る
機
械
導
入

経
費
を
助
成
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
森
林
づ
く
り

11　
森
林
の
防
災
対
策
の
強
化

　

近
年
の
集
中
豪
雨
等
の
頻
発
化
・
激
甚
化
に
対
応
す
る
た
め
、

計
画
的
に
防
災
対
策
を
推
進
し
、
山
地
防
災
力
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
身
近
な
里
山
に
お
い
て
も
危
険
木
除
去
を
行
う
な
ど
、
県

民
の
安
全
確
保
に
関
す
る
事
業
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

⑴
山
地
災
害
危
険
地
区
対
策
の
推
進（

2
，5
4
9
，2
1
0
千
円
）

・
県
内
民
有
林
の
山
地
災
害
危
険
地
区
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
治
山
施
設
設
置
等
に
よ
る
予
防
、
減
災
対
策
を
実
施

　

⑵
航
空
レ
ー
ザ
測
量
及
び
デ
ー
タ
解
析
の
実
施

（
1
3
7
，5
3
8
千
円
）

・
山
地
災
害
発
生
の
素
因
と
な
る
微
地
形
を
把
握
す
る
た
め
、

航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る
デ
ー
タ
の
取
得
及
び
解
析
を
推
進

　

⑶
治
山
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
予
防
保
全
的
管
理
）の
推
進

�
（
1
4
3
，9
2
8
千
円
）

・
既
存
治
山
施
設
の
機
能
を
計
画
的
に
維
持
・
強
化
す
る
た
め
、

個
別
施
設
計
画
を
策
定

・
土
石
流
や
流
木
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
既
存
ダ
ム
の
増
厚
・

嵩
上
げ
や
流
木
捕
捉
機
能
の
追
加
等
を
実
施

　

⑷
林
道
施
設
の
保
全
整
備
支
援�

（
１
８
，4
6
7
千
円
）

・
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
補
完
や
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
の
た
め
、
市
町
村
が
実
施
す
る
橋
梁
等
林
道
施
設
の
保
全
整

備
を
支
援

　

⑸
里
山
に
お
け
る
危
険
木
除
去
の
支
援（

1
9
9
，6
8
0
千
円
）

・
地
域
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
集
落
周
辺
の
里

山
に
お
け
る
倒
木
危
険
性
の
高
い
樹
木
の
伐
採
を
支
援

　

⑹
迅
速
な
倒
木
処
理
に
向
け
た
電
力
会
社
と
森
林
組
合
等
と
の

連
携
促
進

・
電
線
へ
の
倒
木
発
生
時
に
迅
速
な
処
理
が
行
え
る
よ
う
に
、

電
力
会
社
と
森
林
組
合
等
林
業
事
業
体
と
の
協
力
体
制
の
構
築

を
推
進

ツバメの巣が落ちてしまった！

　春から初夏にかけては野鳥の子育てシーズンです。勝手に野鳥を飼うことは法律で禁止されていますが、もし、

人間が野鳥のヒナを拾って育てるとどうなるでしょうか。

　人間は、ヒナにエサの取り方や、天敵からの身の守り方などを教えることはできません。人間に育てられたヒナは

自然の中で生きる方法を知らずに育つため、二度と自然に戻れない鳥になってしまいます。

　また、安易に野鳥を餌付けすると、人慣れして人間の食べ物を狙ったり、密集して感染症の拡大を招いたり、渡り

の時期が狂ったり、数が増えすぎて生態系に影響を与えることもあります。安易な餌付けはしないでください。

　カップ麺の容器やザルに、ちぎった新聞紙などの代用巣材を敷い

て、その中にヒナを入れ、元の巣の位置から近い場所にひもやガム

テープで固定しておく方法があります。

【環境企画課　宮川 紀子】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8231 生物多様性係まで

野鳥のヒナを拾わないで！
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そ
の
森
林
の
状
況
に
即
し
て
、
丁
寧
な
仕
事
を

す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ 

今
後
に
つ
い
て
は
？

地
元
を
中
心
に
施
業
地
を
集
約
化
す
る
と
と
も

に
、
他
事
業
体
と
も
連
携
し
、
小
回
り
が
き
く
事

業
体
と
し
て
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
。

●
最
後
に

今
後
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
開
始
等
に
伴
い
、

搬
出
間
伐
や
主
伐
・
再
造
林
の
事
業
地
が
更
に
増

え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

松
井
木
材
（
株
）
に
は
地
域
の
林
業
の
牽
引
役

と
な
る
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
」
を

目
指
し
更
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
松

井
さ
ん
に
は
地
域
の
模
範
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
的
人

材
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

Ｑ 

松
井
木
材
（
株
）
の
概
要
は
？

　
松
井
木
材
（
株
）
は
、
松
井
優
太
さ
ん
の
父
親

が
社
長
を
務
め
、
ス
タ
ッ
フ
５
名
が
働
く
林
業
事

業
体
で
す
。
　

　
仕
事
は
主
に
、
下
呂
市
萩
原
町
地
内
で
森
林
造

成
組
合
、
森
林
組
合
な
ど
か
ら
森
林
整
備
、
林
産

事
業
等
の
仕
事
を
中
心
に
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　
保
有
機
械
は
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
（
ウ
イ
ン
チ
付
き
）、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
（
グ
ラ
ッ
プ
ル
付
き
）、
ヒ
ア
ブ
付
き

ト
ラ
ッ
ク
、
集
材
機
、
ク
レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ
ク

で
年
間
２
千
㎥
程
度
の
素
材
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
導
入
し
、
素
材
生
産

量
を
増
や
し
て
い
く
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

Ｑ 

日
々
の
業
務
内
容
は
？

　
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
木
材
の
伐
倒
の
ほ
か
、
高

性
能
林
業
機
械
で
の
玉
切
り
、
枝
払
い
作
業
、

作
業
道
開
設
工
事
に
伴
う
支
障
木
伐
採
な
ど

様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
時
に
、
現
場
１
つ
１
つ
同
じ
で
な
い
た
め
、

下
呂
地
域
は
、
戦
後
か
ら
積
極
的
に
人
工
造
林

が
進
め
ら
れ
、
良
質
な
ヒ
ノ
キ
の
生
産
地
「
益
田

林
業
地
」
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
の
高
い
森
林
所
有
者

が
多
い
地
域
で
す
。

今
回
は
、
森
林
整
備
や
搬
出
間
伐
の
ほ
か
特
殊

伐
採
ま
で
幅
広
く
下
呂
地
域
で
林
業
を
展
開
し
て

い
る
松
井
木
材
（
株
）
の
松
井
優
太
さ
ん
（
34
歳
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
経
歴
は
？

松
井
さ
ん
は
、
下
呂
市
萩
原
町
出
身
で
地
元
の

高
校
を
卒
業
後
、
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
で
林
業
の
基
礎
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
後
、
下
呂
総
合
木

材
市
売
協
同
組
合
で
３
年
間
、
木
材
販
売
か
ら
買

取
林
産
の
一
連
の
業
務
に
従
事
し
、
採
材
・
仕
分

け
方
法
等
を
学
び
、
原
木
を
見
る
目
を
養
っ
た
そ

う
で
す
。

そ
の
後
、
下
呂
市
森
林
集
約
化
協
議
会
（
効
率

的
・
計
画
的
な
森
林
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に

地
域
の
森
林
所
有
者
、
林
業
・
建
設
業
者
な
ど
が

協
働
し
て
森
林
の
集
約
化
・
路
網
整
備
な
ど
の
支

援
を
行
う
組
織
）
で
２
年
間
、
集
約
化
等
業
務
に

従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
に
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修
を
修
了

さ
れ
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
知
識
を
得
る

と
と
も
に
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
業
務
の
経
験
を
積

ま
れ
た
そ
う
で
す
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
地
元
の

建
設
会
社
（
下
呂
林
建
共
同
企
業
体
の
構
成
員
で

あ
る
「
は
ぎ
わ
ら
ｅ
（
株
）」）
内
で
６
年
間
、
業

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

は
ぎ
わ
ら
ｅ
（
株
）
で
は
、
県
有
林
提
案
型
施

業
モ
デ
ル
事
業
地
等
で
森
林
整
備
の
現
場
技
術

者
、
森
林
づ
く
り
を
提
案
・
実
行
・
監
理
す
る
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
両
方
の
業
務
に
従
事
し
た
他
、
路

網
整
備
な
ど
の
管
理
業
務
を
通
じ
て
建
設
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
実
績
を
積
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
実
家
で
あ
る
松
井
木
材
（
株
）
に
就

職
し
、
２
年
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
6
ー
5
2
ー
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
呂
農
林
事
務
所
ま
で

松井 優太さん

松井木材(株)

下呂地域の林業を支える若者

【
下
呂
農
林
事
務
所

　二
階
勇
二
】

松井 優太さん

　

高
山
市
清
見
町
の
お
寺
の
庭
で
、ギ
ョ

ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
（A

llium
 

victorialis

）
は
ユ
リ
科
ネ
ギ
属
の
多
年

草
で
、
深
山
の
湿
っ
た
広
葉
樹
林
内
や

渓
谷
沿
い
の
礫
地
な
ど
に
群
生
し
ま
す
。

全
草
に
強
い
ニ
ラ
臭
が
あ
り
、
若
い
茎

葉
と
鱗
茎
は
古
く
か
ら
山
菜
と
し
て
好

ま
れ
ま
す
。

　

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
の
名
は
、
修

験
僧
が
こ
れ
を
食
す
る
と
滋
養
が
つ
き

す
ぎ
て
修
行
に
な
ら
な
い
た
め
、
特
に

山
ご
も
り
の
行
者
（
修
験
僧
）
が
食
べ

る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
と
す
る
言
い
伝

え
か
ら
と
か
。
ま
た
こ
れ
と
は
正
反
対

に
、
山
岳
信
仰
修
行
中
の
行
者
が
こ
の

茎
葉
を
食
べ
荒
行
に
耐
え
る
体
力
と
精

力
を
つ
け
る
秘
草
と
し
た
た
め
行
者
大

蒜
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

群
馬
県
の
尾
瀬
沼
で
は
尾
瀬
蒜
（
お

ぜ
び
る
）、
栃
木
県
の
日
光
二
荒
山
で
は

二
荒
蒜
、
京
都
比
叡
山
で
は
叡
山
大
蒜

と
も
呼
ば
れ
、
特
に
北
海
道
で
は
ア
イ

ヌ
ネ
ギ
と
か
エ
ゾ
ネ
ギ
な
ど
の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
ア
イ
ヌ

語
で
は
プ
ク
サ
も
し
く
は
キ
ト
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

　

自
然
条
件
下
で
は
繁
殖
力
が
低
く
、

春
先
に
強
い
日
差
し
が
差
し
込
む
湿
地

で
、
か
つ
六
月
以
降
は
木
陰
と
な
る
よ

う
な
場
所
を
好
み
ま
す
。
有
毒
な
ス
ズ

ラ
ン
（C

onvallaria keiskei

）
の
葉
に

似
て
お
り
、
発
生
時
期
も
同
じ
で
す
が
、

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
は
地
際
の
茎
表

面
が
赤
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

タ
ネ
か
ら
発
芽
し
て
5
年
ほ
ど
は
葉

が
一
枚
し
か
発
生
せ
ず
、
葉
が
二
枚
に

チ
オ
エ
ー
テ
ル
類
も
含
む
た
め
、
血
圧

の
安
定
、
視
力
の
衰
え
を
抑
制
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

更
科
源
蔵
の
『
コ
タ
ン
生
物
記
Ⅰ
』

に
は
、「
流
行
病
な
ど
が
は
や
っ
て
く
る

と
、
枕
の
中
に
入
れ
た
り
、
入
り
口
や

窓
の
所
に
下
げ
て
、
病
魔
の
鼻
を
ね
じ

り
あ
げ
た
」
と
あ
り
、
ネ
ギ
同
様
に
猛

烈
な
ニ
ラ
臭
で
病
魔
祓
い
に
用
い
ま
し

た
。
他
に
も
漁
村
な
ど
で
は
時
化
や
濃

霧
で
漁
が
で
き
な
い
時
は
、「
流
行
病
の

神
が
来
た
」
と
言
っ
て
、
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ

ニ
ン
ニ
ク
の
茎
葉
を
燃
や
し
た
そ
う
で

す
。

▲5月に花を咲かせるギョウジャニンニク

な
る
ま
で
に
は
6
～
7
年
、
花
が
咲
く

ま
で
に
は
10
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
六

月
に
は
葉
の
間
か
ら
花
茎
を
伸
ば
し
て

白
い
小
花
を
つ
け
、
七
～
八
月
に
黒
色

の
タ
ネ
が
熟
し
ま
す
。

　

採
取
す
る
時
は
柔
ら
か
い
若
葉
の
み

を
摘
み
取
っ
て
食
し
ま
す
。
茹
で
て
お

浸
し
や
和
え
物
、
汁
の
実
に
す
る
と
、

コ
ク
の
あ
る
独
特
の
風
味
を
楽
し
め
、

一
度
食
べ
る
と
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
昔

は
茎
葉
や
鱗
茎
を
一
度
茹
で
て
、
乾
燥

さ
せ
て
保
存
し
、
冬
の
食
卓
を
か
ざ
る

一
品
と
し
ま
し
た
。
山
形
県
の
羽
黒
山

で
は
「
行
者
に
ん
に
く
山
伏
漬
」
と
い

う
特
産
品
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ

ン
ニ
ク
は
ニ
ン
ニ

ク
同
様
、
ア
リ
シ

ン
を
豊
富
に
含

ん
で
お
り
、
抗
菌

作
用
や
ビ
タ
ミ
ン

B
1

活
性
を
持
続

さ
せ
る
効
果
が
あ

り
、
血
小
板
凝
集

阻
害
活
性
の
あ
る
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。

Ｑ 

今
後
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携
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後
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搬
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。
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の
概
要
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？

　
松
井
木
材
（
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）
は
、
松
井
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さ
ん
の
父
親

が
社
長
を
務
め
、
ス
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フ
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名
が
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く
林
業
事

業
体
で
す
。
　

　
仕
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は
主
に
、
下
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市
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原
町
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で
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造
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、
森
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森
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、
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の
仕
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ま
す
。
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は
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ル
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チ
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ダ
（
グ
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ル
付
き
）、
ヒ
ア
ブ
付
き

ト
ラ
ッ
ク
、
集
材
機
、
ク
レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ
ク

で
年
間
２
千
㎥
程
度
の
素
材
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
導
入
し
、
素
材
生
産

量
を
増
や
し
て
い
く
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

Ｑ 

日
々
の
業
務
内
容
は
？

　
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
木
材
の
伐
倒
の
ほ
か
、
高

性
能
林
業
機
械
で
の
玉
切
り
、
枝
払
い
作
業
、

作
業
道
開
設
工
事
に
伴
う
支
障
木
伐
採
な
ど

様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
時
に
、
現
場
１
つ
１
つ
同
じ
で
な
い
た
め
、

下
呂
地
域
は
、
戦
後
か
ら
積
極
的
に
人
工
造
林

が
進
め
ら
れ
、
良
質
な
ヒ
ノ
キ
の
生
産
地
「
益
田

林
業
地
」
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
の
高
い
森
林
所
有
者

が
多
い
地
域
で
す
。

今
回
は
、
森
林
整
備
や
搬
出
間
伐
の
ほ
か
特
殊

伐
採
ま
で
幅
広
く
下
呂
地
域
で
林
業
を
展
開
し
て

い
る
松
井
木
材
（
株
）
の
松
井
優
太
さ
ん
（
34
歳
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
経
歴
は
？

松
井
さ
ん
は
、
下
呂
市
萩
原
町
出
身
で
地
元
の

高
校
を
卒
業
後
、
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
で
林
業
の
基
礎
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
後
、
下
呂
総
合
木

材
市
売
協
同
組
合
で
３
年
間
、
木
材
販
売
か
ら
買

取
林
産
の
一
連
の
業
務
に
従
事
し
、
採
材
・
仕
分

け
方
法
等
を
学
び
、
原
木
を
見
る
目
を
養
っ
た
そ

う
で
す
。

そ
の
後
、
下
呂
市
森
林
集
約
化
協
議
会
（
効
率

的
・
計
画
的
な
森
林
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に

地
域
の
森
林
所
有
者
、
林
業
・
建
設
業
者
な
ど
が

協
働
し
て
森
林
の
集
約
化
・
路
網
整
備
な
ど
の
支

援
を
行
う
組
織
）
で
２
年
間
、
集
約
化
等
業
務
に

従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
に
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修
を
修
了

さ
れ
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
知
識
を
得
る

と
と
も
に
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
業
務
の
経
験
を
積

ま
れ
た
そ
う
で
す
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
地
元
の

建
設
会
社
（
下
呂
林
建
共
同
企
業
体
の
構
成
員
で

あ
る
「
は
ぎ
わ
ら
ｅ
（
株
）」）
内
で
６
年
間
、
業

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

は
ぎ
わ
ら
ｅ
（
株
）
で
は
、
県
有
林
提
案
型
施

業
モ
デ
ル
事
業
地
等
で
森
林
整
備
の
現
場
技
術

者
、
森
林
づ
く
り
を
提
案
・
実
行
・
監
理
す
る
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
両
方
の
業
務
に
従
事
し
た
他
、
路

網
整
備
な
ど
の
管
理
業
務
を
通
じ
て
建
設
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
実
績
を
積
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
実
家
で
あ
る
松
井
木
材
（
株
）
に
就

職
し
、
２
年
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
6
ー
5
2
ー
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
呂
農
林
事
務
所
ま
で

松井 優太さん

松井木材(株)

下呂地域の林業を支える若者

【
下
呂
農
林
事
務
所

　二
階
勇
二
】

松井 優太さん
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【恵みの森づくり推進課　倉田 祥彦】　　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8472 清流の国ぎふ森林・環境税活用サポート窓口まで

毎週木曜日にぎふチャン (8ch) で放送中の「ぎふ県政ほっとライン」。
県政の話題をわかりやすく紹介しますので、ぜひご覧ください！

●放送日　毎週木曜日 18:53 ～ 18:57（再放送  本放送直後の火曜日 21:54 ～ 21:58）
問／岐阜県庁広報課　058-272-1116

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

1
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

清流の国ぎふ市町村提案事業
～地域の実情に合わせた提案型事業～

　清流の国ぎふ市町村提案事業は、清流の国ぎふ森林・環境税の趣旨に則り、地域住民の意向や地域の実情に精通して
いる市町村が特に必要と考える事業を実施するものです。平成24年度からの８年間に、延べ41市町村、411事業が実施さ
れています。
　事業開始から８年が経過し、新規性や拡充性が乏しい継続事業が散見されることや、令和元年度より国の森林環境譲
与税が導入されたことなどを踏まえ、この事業でしか実施できないプロジェクト的な提案を採択するため、令和２年度事業
より採択要件について以下の見直しを行いました。

　●採択の対象条件の見直し
　事業の目的、内容等が市町村の各種計画等に位置づけられているもの、または県主要施策との関連性が高いもの
であることを追加

　●補助金額の上限及び下限の引き上げ
　　　【上限】　500万円　→　1,000万円　　　【下限】　50万円　→　森林部門：500万円、環境部門：100万円

　令和２年度は、16市町がそれぞれ特色ある16事業を実施します。

■令和元年度実施事業

山県市　自然体験型保育事業
（市内保育園年長児を対象に、伊自良川、みやまの森にて
自然体験型の保育等を実施）

恵那市　明知城跡歴史の森（仮称）整備事業
（明智光秀ゆかりの地である明知城跡において、地域住民
による整備作業や木製の説明看板の設置等を実施）

岐阜市

各務原市

山県市

岐南町

輪之内町

大野町

美濃加茂市

可児市

坂祝町

川辺町

多治見市

瑞浪市

中津川市

恵那市

高山市

飛騨市

岐阜市新庁舎県産木材活用事業

アルゼンチンアリ防除対策事業

山県市自然体験事業
～子どもから大人へ　大人から子どもへ～

ぎなん木育フェア

輪之内町水環境啓発保全事業

おおの木育事業

「３つの森」森林空間活用事業

特定外来生物（オオキンケイギク）防除事業

アルゼンチンアリ防除対策事業

遠見山周辺整備事業

たじみエコカレッジ運営事業

中山道琵琶峠周辺森林環境整備事業

中津川市環境保全（仮称）事業

笠置山再整備事業

生物多様性　特定外来生物防除事業

飛騨市環境保全（仮称）事業

市町名 事業名

■令和２年度採択事業一覧

白
川
村
の
森
林・
環
境
づ
く
り

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
6
9
ー
6
ー
1
3
1
1（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

白
川
村
役
場
基
盤
整
備
課
農
林
係
ま
で

白
川
村
の
環
境
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

41

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政
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白
川
村
の
森
林・
環
境
づ
く
り

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
6
9
ー
6
ー
1
3
1
1（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

白
川
村
役
場
基
盤
整
備
課
農
林
係
ま
で

白
川
村
の
環
境
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

41

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

●
木
と
児
童
の
ふ
れ
あ
い

　

本
村
で
は
木
育
学
習
の
一
環
と
し
て
、
白
川

郷
学
園
の
４
年
生
を
対
象
と
し
た「
親
子
木
工
教

室
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
木
工
を
通
じ
て
木
材
と

ふ
れ
あ
い
、
木
材
の
良
さ
を
成
長
期
に
体
感
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
親
子
で
協
力
し
て
木
工

を
行
い
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
講
師
を
招
き
、
森
林
の
役
割
に
つ
い
て
の

講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
村
と
し
て
も

児
童
に
ふ
る

さ
と
の
木
・

花
を
紹
介
す

る
な
ど
、
郷

土
の
森
林

へ
の
関
心
を

持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
日
本
一
美
し
い
村
を
目
標
に
！！

　

白
川
村
は
、
世
界
遺
産
を
有
す
る
観
光
地
で

す
が
、
そ
の
他
に
も「
白
山
国
立
公
園
」や「
白

山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
」等
が
あ
り
、
自
然

は
も
ち
ろ
ん
森
林
資
源
も
と
て
も
重
要
な
資
源

と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
を
活

か
し
、
適
切
に
整
備
、
保
全
す
る
こ
と
で
、
本

村
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
村
の
基
本
目
標
で
も
あ
る「
日
本
一

美
し
い
村
」づ
く
り
を
目
標
に
林
業
振
興
を
推

進
し
、
豊
か
な
自
然
の
維
持
増
進
を
図
っ
て
行

き
ま
す
。

箇
所
を
重
点
的
に
ナ
ラ
類
等
の
立
ち
枯
れ
木
の

整
備
を
行
い
、
倒
木
に
よ
る
二
次
災
害
の
防
止

と
健
全
で
美
し
い
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

森
林
資
源
と
観
光
の
振
興

白
川
村
の
合
掌
造
り
は
平
成
７
年
に
世
界
文

白
川
村
の
合
掌
造
り
は
平
成
７
年
に
世
界
文

化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
、
今
や
国
、
及
び
世
界
の

化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
、
今
や
国
、
及
び
世
界
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と

貴
重
な
財
産
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
の
景
観
は
、
世
界
遺
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
の
景
観
は
、
世
界
遺
産

合
掌
造
り
を
始
め
と
す
る
個
々
の
建
築
物
だ
け

合
掌
造
り
を
始
め
と
す
る
個
々
の
建
築
物
だ
け

で
な
く
、
そ
の
周
囲
に
広
が
る
農
地
や
、
特
に

で
な
く
、
そ
の
周
囲
に
広
が
る
農
地
や
、
特
に

背
景
に
そ
び
え
る
山
々
が
一
体
と
な
っ
て
作
り

背
景
に
そ
び
え
る
山
々
が
一
体
と
な
っ
て
作
り

出
し
て
い
る
も
の
で
す
。
本
村
と
し
て
は
そ
の

出
し
て
い
る
も
の
で
す
。
本
村
と
し
て
は
そ
の

風
景
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
飛
越
峡
合
掌

風
景
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
飛
越
峡
合
掌

ラ
イ
ン
か
ら
の
眺
望
に
あ
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木

ラ
イ
ン
か
ら
の
眺
望
に
あ
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木

森
林
の
概
要

　

白
川
村
は
岐
阜
県
の
北
西
部
に
位
置
し
て
お

り
、
白
山
を
主
峰
と
す
る
両
白
山
地
に
よ
り
石

川
県
と
区
切
ら
れ
、
北
は
富
山
県
の
五
箇
山
と

区
切
ら
れ
て
い
る
山
村
で
す
。
白
川
村
の
総
面

積
は
３
５
，６
６
４
㏊
で
、そ
の
内
森
林
面
積
は
、

３
３
，
９
５
７
㏊
と
約
95
％
を
森
林
が
占
め
て

い
ま
す
。

　

森
林
の
内
訳
で
は
、
国
有
林
が
約
60
％
を
占

め
、
民
有
林
の
約
9
割
が
天
然
林
と
な
っ
て
お

り
、
人
工
林
率
は
10
％
で
人
工
林
の
大
半
が
ス

ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白
川
村
の
森
林
づ
く
り

　

白
川
村
は
、
第
6
次
総
合
計
画
に
基
づ
き『
日

本
一
美
し
い
村　

白
川
郷
』を
基
本
目
標
と
し
美

し
い
自
然
を
守
り
活
か
す
村
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
美
し
い
景
観
美
を
見
せ

て
い
た
村
の
森
林
も
、
年
々
山
枯
れ（
特
に
ナ
ラ

類
の
立
ち
枯
れ
）が
酷
く
、
倒
木
が
増
え
る
と
共

に
、
林
業
の
衰
退
や
労
働
力
の
高
齢
化
に
よ
る

管
理
不
足
か
ら
、
民
有
林
を
中
心
と
し
た
林
地

の
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
、村
で
は
、

森
林
組
合
等
と
共
に
、
森
林
資
源
を
高
め
る
方

策
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
、
間
伐
期
を
迎
え
た

人
工
林
の
早
急
な
間
伐
と
、
計
画
的
な
造
林
を

行
い
、
天
然
林
に
つ
い
て
は
景
観
に
影
響
す
る

等
の
伐
採
と
過
密
し
て
い
る
人
工
林
の
間
伐
を

等
の
伐
採
と
過
密
し
て
い
る
人
工
林
の
間
伐
を

観
光
景
観
林
整
備
事
業
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
景
観
林
整
備
事
業
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

森
林
資
源
の
維
持
増
進
は
観
光
分
野
の
面
で
も

森
林
資
源
の
維
持
増
進
は
観
光
分
野
の
面
で
も

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な
森
林

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な
森
林

資
源
を
維
持
増
進
し
、
観
光
客
が
ま
た
来
た
い

資
源
を
維
持
増
進
し
、
観
光
客
が
ま
た
来
た
い

と
思
え
る
風
景
美
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

と
思
え
る
風
景
美
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
環
境
学
習

　

本
村
に
は
白
山
国
立
公
園
を
始
め
と
し
た
、

多
様
な
生
態
性
を
有
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
４
県
７
市
町
村

に
ま
た
が
る
白
山
国
立
公
園
は
、
白
山
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
村
と

し
て
は
、
登
山
者
の
安
全
確
保
の
た
め
登
山
道

の
草
刈
り
を
し
、
平
成
26
年
度
に「
白
山
白
川
郷

ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」を
組
織
し
て
、
環
境
学
習
の

場
と
し
て
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

三方岩

合掌集落

白山白川郷トレイルクラブ

木と児童のふれあい
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　2月のある日、保育園に通っている孫のYちゃんが「おじいちゃ
ん、発表会見に来てね」。私は冗談に「どうしようかな」と返事。
すると、「だめ」。そして私の指をつかんで「指切りげんまん、
嘘ついたら針千本飲ます」と大きな声。思わず笑みがこぼれる。
この保育園には上の孫二人も通っていたので、発表会は何回も
見ている。しかし、これが最後。絶対行かなければと思った。当日、
開始2時間前に家族全員で出かけた。よく見える前の席を確保
するためだ。そのうえ、私は双眼鏡を持参。入り口には「おひ
なさまっ子発表会」と大きな看板。中へ入ると大勢の人。しば
らくしたら幕が上がった。そこにはたくさんの園児。先生が「〇
〇ちゃん」、「〇〇君」と呼びあげると、園児は手をあげて「はーい」
と大きな声。しかし、返事をせずに走り出す園児もいる。それ
を追いかける先生。毎年見られる光景だ。双眼鏡で大写しにさ
れたYちゃんの顔。実に可愛かった。

×　　×　　×　　×
　次が園児たちの発表だ。歌、踊り、劇などいろいろある。ど
の園児も表情が豊かだ。Yちゃんは劇に登場した。しかし、数日
前から風邪気味でカラカラ声。それでも、腹の底から大きな声
を張り上げて演技をしていた。楽器による演奏にも出た。小さ
な打楽器を端っこで叩いていた。私から見ればわき役？に思えた
が、手を交互に上げ下げして力強く叩く姿は見応えがあった。
演技は次々と進んでいった。どの演技も素晴らしかった。いよい
よ最後になった。3歳以上すべての園児による合唱だ。段差のあ
る演台に並んだたくさんの園児。しかし、Yちゃんを見つけるこ
とができない。そこで双眼鏡。上部の列の中央にいた。よく目立っ
た。今度は主人公のように思えた。先生の指揮で歌い始めた。
口を大きくあけて歌う園児たちの合唱。会場に響き渡った。皆
は静かに聞き入っていた。あっという間に終わった。するともの
すごい拍手。私も力いっぱい手をたたいた。いつまでも拍手は
続いた。それにしても、この小さな園児たちをここまでにした
保育園の先生は大変だっただろう。さすがプロだと思った。

×　　×　　×　　×
　歌い終わった園児たちは、最後に礼をして舞台から離れ始め
た。一人ひとり舞台裏へと消えていった。これを見ているうちに、
一瞬小さな園児たちがてんとう虫に思えてきた。なぜか集団で
冬の寒さに耐えていたてんとう虫が、春の陽気に目覚めて動き
出しているように映ったからである。赤い背中に黒い星のある
てんとう虫。子供たちの人気者だ。我が家の孫たちも大好きで、
よく捕まえて遊んでいる。ある日、植物の幹に群がっている小さ
なアブラムシを食べているてんとう虫を見つけた。これが強烈
だったのだろう。真剣に見ていた。すると一番上の孫が「てん
とう虫は悪い虫なの」と聞いてきた。「食べられている虫が、悪

い虫なので、良いことをしているのだよ」とわかりやすく説明
した。すると「家で飼う」といって虫かごの中に入れた。わが
国には200種近くのてんとう虫がいる。このうち孫たちと観察
したのはナミテントウ。どこでも見ら
れるてんとう虫だ。てんとう虫の食
べる餌はいろいろで、ナミテントウ
のような肉食性のもの、草を食べる
草食性のものや菌類を食べるものな
どがいる。しかし、わかっていない
ことも多い。てんとう虫は、わかっ
ているようでわからないことの多い
仲間なのである。

×　　×　　×　　×
　Yちゃんが楽しみにしているのが卒園式だ。保育園を卒園す
れば小学生になれると思っているからだ。ところが発表会が過
ぎたころから新型コロナウイルスが日本各地に広がり、学校は
ほとんどが休校。卒業式を中止にしたり、当事者だけで行うと
ころが多くなった。幸いここの保育園は開園しているので、卒
園式は開かれるだろう。笑顔のYちゃん。その姿を見るのが楽
しみだ。こんな時、悲しいニュースが連日報道されていた。父
親がわが子を虐待して死亡させた事件の裁判である。それも小
学4年生の女の子。Yちゃんと4つしか違わないではないか。こ
の子が小さい時から虐待されていたという。学校の先生に相談。
その後警察、児童相談所などが対応したものの駄目。虐待は続
いた。それでも、この子は耐え続けた。苦しい毎日だっただろ
うと胸が詰まる。しかし、この子は強かった。虐待に耐えなが
ら自分の未来を描き、死亡する3か月前に、自分あての手紙を
書いていた。これを読んだ私は涙が流れ出た。その手紙は次の
通り。
自分への手紙。〇〇さんへ。
「三月の卒業式の日。あなたは漢字もできて、理科や社会
も完ぺきだと思います。十月にたてためあて、もうたっせ
いできましたか。五年生になってもそのままのあなたでい
てください。」
そして最後はこのように書かれていた。
「未来のあなたを見たいです。あきらめないでください。」

〇年〇組　〇〇より
　しかし、この子は自分の未来の姿を見ることができなかった。
無念だっただろうと、また目頭が熱くなる。今は天国で、てん
とう虫に混じって笑顔で歌っているのではないか。そんな光景
が目に浮かんできた。

－ナミテントウ、赤い背中に黒い星－ 【第346回】

▲交尾中のナミテントウ
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岐阜県立大垣西高等学校
　　　　　　　　　　大垣市中曽根町大畔147-1

木の香る
ぎふの施設

86

施設の経緯
　本校は創立40周年を迎え、長年、生徒に親しまれてきた
図書室も壁の汚れや床のはがれが気になる状態になってい
ました。
　今回の木質化工事で、壁と床に木材を使用することにより
明るい雰囲気に包まれた室内に生まれ変わりました。
　またカウンターを低くし書架のレイアウトを変更したこと
でゆとりが生まれ、読書や学習に、滞在することを楽しめる
空間となりました。

ここに注目！！
　木製のカウンターには、新着図書やお勧めの本を置き、表紙
を見せて生徒の興味を引くことができます。また、その木目が、
図書を引き立たせる役割をしています。

利用者の様子
　生徒にとって新しくなった図書室は他の教室と異なるイメー
ジになったようで、「家みたい」と大変よろこんで入室していま
す。

■問い合わせ先
　岐阜県立大垣西高等学校
　ＴＥＬ ０５84－91－5611

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 令和元年度

構造・
延床面積

鉄筋コンクリート造
181,64㎡（図書室・司書室部分）

施設用途 図書室・司書室

木材使用量
使用樹種

47.73㎥
ヒノキ他（ぎふ証明材100％）

株式会社　早野設計

１１,８１３千円（県有施設木質化等推進事業）全体事業費

設 計 者

泉左官住設株式会社

令和元年6月10日から8月9日工　　期

施設全景

施工業者

内装木質化
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活かす知恵

と を森林 人

88

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
前
野

　健

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
か
ら
の

　
　
　
　
　
木
材
利
用
の
ア
プ
ロ
ー
チ

森
林
研
究
所
●
田
中 

健
斗

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

「
ぎ
ふ
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事
業
」

　
　補
助
対
象
住
宅
の
横
架
材
利
用
状
況

将
来
的
に
地
域
の
製
材
所
や
森
林
組
合
に
あ

る
、
簡
易
な
加
工
施
設
で
も
製
作
で
き
る
レ
ベ

ル
ま
で
製
作
方
法
を
単
純
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
木
を
生
活
の
中
で
使
う
」と
い
う
暮

ら
し
は
、
思
っ
た
以
上
に
家
具
を
使
う
日
常
に

満
足
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
作
る
こ
と
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
杉
と

ヒ
ノ
キ
の
家
具
作
り
で
す
が
、
視
点
の
置
き
換

え
と
デ
ザ
イ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
工
夫
に
よ
っ

て
、
地
域
材
の
活
用
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
良
い

な
と
思
い
ま
す
。

隅木（すみぎ）という補強を使い、構造を強くしている。

試作した杉とヒノキのダイニングチェア

　

林
業
の
学
校
で
モ
ノ
作
り
を
教
え
て
い
る
と

「
杉
や
ヒ
ノ
キ
で
家
具
を
作
れ
ま
せ
ん
か
？
」と

い
う
相
談
を
ち
ょ
く
ち
ょ
く
受
け
ま
す
。
要
望

に
お
応
え
し
た
い
気
持
ち
は
山
々
で
す
が
、
自

分
が
こ
れ
ま
で
家
具
作
り
に
使
っ
て
き
た
広
葉

樹
に
比
べ
、
杉
や
ヒ
ノ
キ
は
材
質
が
柔
ら
か
く

強
度
も
劣
り
ま
す
。

　

杉
、
ヒ
ノ
キ
で
広
葉
樹
の
家
具
と
同
様
の
強

度
を
出
そ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
部
材
を

太
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
強
度
は

ク
リ
ア
で
き
て
も
、
今
度
は
見
た
目
が
野
暮
っ

た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
仮
に
杉
や
ヒ
ノ
キ

で
家
具
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
格
好
悪

け
れ
ば
誰
も
使
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

木
材
産
地
を
経
済
的
に
潤
す
た
め
に
は
、
そ
の

地
域
内
で
製
造
・
販
売
で
き
る
こ
と
が
理
想
的

で
す
。
ど
こ
の
地
域
で
も
簡
易
な
加
工
設
備
で

も
製
品
化
が
で
き
る
、
杉
と
ヒ
ノ
キ
で
出
来
た

格
好
の
良
い
家
具
。
さ
あ
、
こ
れ
を
実
現
す
る

と
な
る
と
な
か
な
か
の
難
題
で
す
。

　

今
、
実
験
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
杉
と
ヒ
ノ

キ
の
椅
子
の
開
発
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
、
設
計
条
件
を
デ
ザ
イ
ン

に
落
と
し
込
み
な
が
ら
試
作
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
、
加
工
工
程
は
少
な
め

に
ビ
ス
を
補
強
に
使
っ
た
り
も
し
て
い
る
こ
と

（
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ス
が
目
立
た
な
い
よ
う
、
格

好
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
で
す
）。

あ
え
て
木
組
み
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
合
理
的
に
か

つ
技
術
的
に
簡
易
に
作
る
こ
と
を
重
視
し
、
強

度
と
意
匠
を
兼
ね
備
え
た
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
も

の
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
試
作
品
の
杉
と
ヒ
ノ
キ
の
ダ
イ

ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
を
モ
ニ
タ
ー
調
査
的
に
自
宅

で
使
っ
て
み
て
い
ま
す
。
肌
に
あ
た
る
部
分
に

杉
を
使
っ
て
お
り
、
サ
ラ
リ
と
し
た
感
触
が
心

地
よ
い
反
面
、
材
質
は
柔
ら
か
い
た
め
表
面
は

け
っ
こ
う
傷
だ
ら
け
に
な
り
ま
し
た
。
日
常
生

活
の
中
で
良
い
な
と
思
う
の
は
、
重
さ
が
と
て

も
軽
い
こ
と
。
掃
除
の
た
び
に
動
か
し
て
も
苦

に
な
ら
な
い
重
さ
で
す
。

　

使
っ
て
い
て
感
じ
る
の
は
、
実
用
性
に
関
し

て
は
い
た
っ
て
普
通
の
椅
子
だ
な
と
い
う
こ
と

で
す
。
少
し
軽
く
て
キ
ズ
が
付
き
や
す
い
、
け

ど
普
通
に
使
え
る
椅
子
で
す
。
い
ろ
い
ろ
試
し

な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
杉
と
ヒ
ノ
キ
で
実

用
的
な
家
具
は
作
れ
ま
す
し
、
家
具
と
し
て
十

分
に
使
え
る
木
だ
と
い
う
の
が
こ
こ
ま
で
の
ト

ラ
イ
ア
ル
で
の
実
感
で
す
。

　

今
後
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
し
て
は
、
現

在
木
組
み
で
行
っ
て
い
る
接
合
部
分
を
、
よ
り

簡
易
的
な
加
工
方
法
で
製
作
で
き
る
よ
う
仕
様

の
改
良
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
専
用

機
械
を
使
わ
ず
に
、
汎
用
的
な
木
工
機
械
で
、

全
て
の
加
工
が
で
き
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
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森
林
研
究
所
●
田
中 

健
斗

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

「
ぎ
ふ
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事
業
」

　
　補
助
対
象
住
宅
の
横
架
材
利
用
状
況

お
わ
り
に

　

横
架
材
の
寸
法
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、

強
度
が
高
く
、
大
き
な
梁
せ
い
を
確
保
で
き

る
外
材
や
集
成
材
な
ど
の
割
合
が
増
加
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
県
産
の

無
垢
材
や
集
成
材
な
ど
に
置
き
換
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
県
産
材
の
利
用
率
は
さ
ら
に

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、

県
産
製
材
を
貼
り
合
わ
せ
て
製
造
す
る
接
着

重
ね
材
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

平
成
27
年
版
森
林
・
林
業
白
書
に
よ
れ
ば
、

現
在
、
国
内
の
木
造
軸
組
住
宅
に
使
用
さ
れ

る
横
架
材
（
梁
、
桁
な
ど
）
は
、
外
材
の
割

合
が
非
常
に
高
く
、
製
材
、
集
成
材
等
を
合

わ
せ
て
9
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す（
図
1
）。

　

国
内
の
木
造
住
宅
の
横
架
材
に
も
っ
と
国

産
材
が
使
用
さ
れ
れ
ば
、
木
材
自
給
率
の
向

上
や
、
国
内
木
材
産
業
の
発
展
に
つ
な
が
り

ま
す
。

ぎ
ふ
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事
業

　

現
在
、
岐
阜
県
林
政
部
県
産
材
流
通
課
で

は
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は
改
修
す
る
際
、
岐

阜
県
産
材
を
構
造
材
又
は
内
装
材
に
一
定
以

上
使
用
し
た
施
主
に
対
し
助
成
を
行
う
「
ぎ

ふ
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事
業
」（
以
下
「
補

助
事
業
」）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
事
業

の
対
象
と
な
る
条
件
は
、「
ぎ
ふ
性
能
表
示

材
」
を
構
造
材
に
80
%
以
上
か
つ
横
架
材
に

6
㎥
以
上
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

調
査
の
目
的

　

補
助
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
住
宅
は
一
般

の
住
宅
に
比
べ
岐
阜
県
産
材
が
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
補

助
対
象
と
な
っ
た
住
宅
で
、
県
産
材
が
横
架

材
と
し
て
ど
の
程
度
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
構
造
材
に
指
定
さ

れ
て
い
る
梁
・
桁
材
の
樹
種
お
よ
び
材
長
、

梁
せ
い
を
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
対
象
と
し

た
住
宅
は
、
平
成
29
年
度
に
補
助
事
業
の
対

象
と
な
っ
た
、
県
内
・
外
の
新
築
木
造
軸
組

住
宅
2
2
3
棟
で
す
。

県
産
横
架
材
使
用
状
況

　

図
2
に
、
補
助
対
象
住
宅
の
梁
・
桁
材
の

樹
種
別
使
用
割
合
を
示
し
ま
す
。「
ぎ
ふ
性

能
表
示
材
」
で
あ
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
製
材
の

使
用
率
は
95
%
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
で
は
、
集
成
材
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ベ
イ

マ
ツ
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
図
3

に
、
材
長
・
梁
せ
い
ご
と
の
樹
種
別
使
用
割

合
を
示
し
ま
す
。
材
長
が
5
ｍ
を
超
え
る
と

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
代
わ
っ
て
、
集
成
材
や
ベ

イ
マ
ツ
等
の
割
合
が
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
梁
せ
い
に
つ
い

て
も
、
36
㎝
を
超
え
る
と
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

図1　木造軸組住宅における部材別木材使用割合

図2　梁・桁材の樹種別使用割合

図3　材長・梁せいごとの使用樹種割合
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　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

あらためて労働安全衛生規則の改正を考える
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下
肢
の
切
創
防
止
用
保
護
衣

　

令
和
元
年
８
月
１
日
以
降
、
労
働

者
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
伐
木
等
の

業
務
を
行
う
場
合
、
下
肢
の
切
創

防
止
用
保
護
衣（
い
わ
ゆ
る
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
パ
ン
ツ
等
）の
着
用
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
て
、こ
の「
義

務
」と
は
誰
の
義
務
な
の
で
し
ょ
う

か
。
安
衛
則
第
4
8
5
条
を
紐
解

く
と
、
事
業
者
に
は
労
働
者
に
着

用
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
、
労
働
者

に
は
着
用
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

パ
ン
ツ
は
毎
日
使
う
も
の
で
、
汚

れ
た
り
、
油
が
し
み
込
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ず
、
洗
濯
等

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
定
期
的
な
買

い
替
え
が
必
要
で
す
。
と
い
う
こ

と
は
、
例
え
ば
、
事
業
者
が
各
労

働
者
に
１
本
だ
け
与
え
て
、「
長
く

大
事
に
使
っ
て
く
れ
。
も
う
買
わ

な
い
か
ら
な
」と
言
っ
た
場
合
、
労

働
者
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
パ
ン
ツ
の

保
護
機
能
が
低
下
し
て
も
、
そ
れ

を
使
い
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
し
膝
の
切
創
事
故
が
起

こ
っ
た
と
し
た
ら
、
事
業
者
は「
保

 

は
じ
め
に

　

皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
昨
年
、

労
働
安
全
衛
生
規
則（
以
下
、
安
衛

則
と
い
う
。）が
改
正
さ
れ
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
の
業
務
に

関
係
す
る
規
定
が
大
き
く
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
特
別
教

育（
事
業
者
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に

よ
る
伐
木
等
の
業
務
に
従
事
す
る

労
働
者
に
対
し
て
、
所
定
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
教
育
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。）に
関
す
る
も
の
も

含
ま
れ
、
従
前
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
用
し
て
い
る
労
働
者
に
対
し

て
も
補
講
の
実
施
が
必
要
に
な
り
、

業
界
内
は
広
く
対
応
に
追
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
方
で
も
、
県
の
林
政
部
職
員

を
対
象
と
し
た
補
講
を
行
い
ま
し

た
。
私
は
講
師
の
ひ
と
り
と
な
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
安
衛
則
の
改

正
は
規
定
が
厳
し
く
な
っ
た
だ
け

の
単
純
な
話
で
は
な
く
、
事
業
者

の
姿
勢
が
強
く
問
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

護
衣
を
着
用
さ
せ
る
義
務
」を
果
た

し
て
い
た
と
言
い
切
れ
る
で
し
ょ

う
か
。

 

受
け
口
、
追
い
口
、
適
当
な
幅

　

  

の
切
り
残
し

　

安
衛
則
第
4
7
7
条
第
１
項
及
び

同
条
第
２
項
に
よ
り
、
胸
高
直
径

20
cm以
上
の
立
木
を
伐
倒
す
る
際

は
、
①
伐
根
直
径
の
４
分
の
１
以

上
の
深
さ
の
受
け
口
を
作
る
、
②

適
当
な
深
さ
の
追
い
口
を
作
る
、

③
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
場
合
を

除
き
受
け
口
と
追
い
口
の
間
に
は ▲保護衣のタグ表示を確認する受講者

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 14



普及コーナー
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技
術
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タ
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で

あらためて労働安全衛生規則の改正を考える
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す
る
損
害
賠
償
を
巡
っ
て
裁
判
沙

汰
に
発
展
す
る
こ
と
も
な
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
違

法
な
作
業
を
し
て
し
ま
っ
た
労
働

者
は
不
利
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、

そ
の
場
合
で
も
事
業
者
が
適
正
な

伐
倒
に
つ
い
て
充
分
な
指
導
を
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
も

し
か
す
る
と
話
が
変
わ
っ
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
適
正
な
手
順
で
伐
倒
し

た
の
か
ど
う
か
は
、
伐
根
を
見
れ

ば
分
か
り
ま
す
。
山
林
内
で
他
者

に
見
ら
れ
な
が
ら
伐
倒
作
業
を
行

う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
公
の
機
関
が
発
注
し
た
事
業
、

補
助
事
業
に
お
い
て
、
違
法
と
見

な
さ
れ
る
作
業
が
行
わ
れ
た
形
跡

が
残
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
大
き

な
問
題
に
な
り
得
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
伐
根
に
つ
い
て
、「
適
正
か
、

違
法
か
」が
付
き
ま
と
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

 

事
業
者
は
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

他
に
も
、
か
か
り
木
処
理
や
、
伐

木
作
業
区
域
の
立
入
禁
止（
樹
高
の

２
倍
相
当
の
距
離
を
半
径
と
す
る

円
形
）、
特
別
教
育
の
統
合
等
、
追

加
・
変
更
さ
れ
た
項
目
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
実
際
に
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
作
業
に
従
事
さ
れ
る
方
は
、

特
別
教
育
の
補
講
を
受
講
す
る
際

に
詳
細
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

作
業
を
し
な
い
雇
用
主
や
管
理
職

の
方
に
こ
そ
、
今
回
の
改
正
内
容

を
熟
読
し
て
お
く
こ
と
を
強
く
お

勧
め
し
ま
す
。
林
災
防
発
行
の
テ

キ
ス
ト
が
ど
の
職
場
に
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
安
衛
則
の
条
文
に

目
を
通
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
労・

働・

者・

は
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
規
定
よ
り
も
、「
事・

業・

者・

は

～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う

適
当
な
幅
の
切
り
残
し（
つ
る
）を

確
保
す
る
、
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
で
き
て
い

な
い
伐
倒
作
業
は
違
法
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
補
足
：
必
要
に

応
じ
て
、
芯
切
り
や
、
斧
目
を
入

れ
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。）

ま
た
、
前
述
の
保
護
衣
の
規
定
と

同
様
、
事
業
者
に
は
労
働
者
に
①

～
③
を
行
わ
せ
る
義
務
が
あ
り
、

労
働
者
に
も
や
は
り
①
～
③
を
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

例
と
し
て
、
胸
高
直
径
20
cmの

立
木
を
、
受
け
口
を
作
ら
ず
に
伐

倒
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
伐
倒

方
向
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、

作
業
者
に
激
突
し
て
労
働
災
害
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

を
考
え
て
み
ま
す
。
安
衛
則
改
正

前
で
あ
れ
ば
、
災
害
の
原
因
と
対

策
を
検
討
し
て「
も
っ
と
安
全
な
方

法
で
伐
倒
す
る
べ
き
だ
っ
た
」と
言

わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ

が
、
改
正
後
は
そ
れ
で
は
す
み
ま

せ
ん
。「
そ
も
そ
も
作
業
手
順
が
違

法
だ
っ
た
」と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
考
え
た
く
な
い

こ
と
で
す
が
、
労
働
災
害
に
起
因

▲伐根の受け口やつるの形跡

規
定
の
方
が
よ
り
多
く
存
在
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
法
律

に
お
い
て
、
事
業
者
は
労
働
者
に

対
し
て
常
に
責
任
を
負
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

堅
苦
し
い
法
律
の
話
ば
か
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
安
衛
則
改
正
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
森
林
技
術
者
の
皆
さ
ん
の
体

を
守
る
た
め
の
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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国
有
林
の
現
場
か
ら

43

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
の
難
し
さ

　
　
　〜
侵
入
防
止
柵
の
撤
去
作
業
〜

ｍ
×
15
ｍ
の
小
ロ
ッ
ト
の
侵
入
防
止
柵
を

２
種
、
さ
ら
に
周
囲
を
囲
む
よ
う
に
立
木

使
用
網
を
延
長
約
1
5
0
ｍ
に
わ
た
り
設

置
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の「
防
除
」資
材
の
撤
去
作

業
は
、
国
有
林
職
員
に
お
い
て
も
あ
ま
り

経
験
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
は
、
14
名
も
の
大
人
数
に
よ
る
人
海
戦

術
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
写
真
の
と
お
り

か
な
り
の〝
苦
戦
〟を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
斜
め
張
り
ネ
ッ
ト（
い
わ
ゆ
る
埼

玉
方
式
）は
、
そ
の
特
徴
で
あ
る
シ
カ
の
脚

へ
の
絡
み
が
、
撤
去
作
業
を
す
る
職
員
の

転
倒
誘
因
に
直
結
す
る
た
め
、
慎
重
な
作

業
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

当
該
箇
所
独
特
の
事
情
と
し
て
、
平
均
傾

斜
が
33
度
、
車
道
か
ら
も
離
隔
し
て
い
る

た
め
、
撤
去
し
た
防
護
資
材
を〝
背
負
っ
て
〟

搬
出
す
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

「
防
除
」資
材
の
撤
去
作
業
の
大
変
さ
に
つ

い
て
も
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
の

課
題
の
１
つ
と
し
て
、
民
有
林
の
皆
さ
ん

に
も
、
是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

地
を
ま
と
め
て
防
護
で
き
る
こ
と
や
、
植

栽
木
と
の
接
触
を
回
避
で
き
成
長
阻
害
の

リ
ス
ク
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
国
有
林
で

も
多
く
の
採
用
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
植
栽
木
が
大
き
く
成
長
し

た
後
、
こ
れ
ら
の「
防
除
」に
使
用
し
た
資

材
は
、
そ
の
ま
ま
林
内
に
放
置
し
て
お
い

て
よ
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

●
侵
入
防
止
柵
を
撤
去
す
る

　

今
般
、
岐
阜
森
林
管
理
署
が
管
理
経
営

す
る
七
宗
国
有
林
に
お
い
て
、
過
去
に
設

置
さ
れ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
侵
入
防
止
柵
を
撤

去
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介

し
ま
す
。

　

当
該
箇
所
は
、
中
部
森
林
管
理
局
森
林

技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

防
除
対
策
の
比
較
検
証
等
を
行
う
目
的
で

設
置
し
た
０
・
４
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
試
験
地

で
す
が
、
別
箇
所
に
同
様
の
展
示
エ
リ
ア

を
新
設
し
た
関
係
で
、
閉
鎖
し
撤
収
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
同
試
験
地
に
は
、

各
種
の
幼
齢
木
保
護
資
材
の
ほ
か
、
約
25

▲苦戦する「斜め張りネット」の撤去▲撤去した防護資材を〝背負って〟搬出

▲撤去作業を実施した旧・シカ対策試験地

　

こ
れ
ま
で
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対

策
に
つ
い
て
は
、「
防
除
」と「
捕
獲
」、
い
わ

ば
守
り
と
攻
め
の
効
果
的
な
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
参
り
ま
し

た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の「
防
除
」策
と
し
て
は
、

忌
避
剤
や
幼
齢
木
保
護
資
材
と
い
っ
た「
単

木
的
対
策（
一
本
ず
つ
守
る
方
法
）」の
ほ
か

に
、
侵
入
防
止
柵
に
代
表
さ
れ
る「
面
的
対

策（
対
象
地
域
全
体
を
守
る
方
法
）」が
あ
り

ま
す
。
後
者
の
手
法
は
、
広
範
囲
の
植
栽

▲「立木使用網」の撤去状況
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　今回は下呂林木育種事業地を紹介します。
　下呂林木育種事業地は、昭和28年に開設され、敷地面積は約9ha。現在、林業用のスギ・ヒノキの精英樹（成長が早
い、幹がまっすぐ等優良な性質を有する品種で、昭和29年より国が自生樹の中から選抜したもの）が育成されており、県
内の種苗生産組合や民間企業へ種子を配布しています。また、敷地内に
は、住友林業(株)が平成27年に県と締結した協定に基づき、コンテナ苗の
生産施設「岐阜樹木育苗センター」を平成29年3月に整備し、コンテナ苗
の生産を行っています。コンテナ苗を利用することで作業の効率化が進
み、今後県内の再造林の推進に貢献することが期待されています。なお、
事業地内には、県指定史跡「鎌倉街道石畳」（幅2.0m、延長80.4m）があ
ります。鎌倉時代には既にあったと考えられる古いもので、江戸時代の飛
騨郡代(代官)はここを通って江戸と往来していました。歴史に興味のある
方は、一度訪れて見て下さい。

6月号
予定

6月1日発行イベント情報

わがまちの森林・環境行政（42）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（178）
●山のおじゃまむし（347）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（89）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（87）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム
　世界中で新型コロナウイルスの感染者が急速に増加しました、まさかこの
ような事態になるまで広がるとは思ってもいませんでした。引き続き不要不
急の外出はひかえて、マスク着用や手洗いの徹底に加え、充分な睡眠や食
事などによって免疫力を高め、感染症の予防に努めたいと思います。

　そんな中、新型コロナウイルスへの感染防止策や、外出自粛要請を受け、テレワークの
導入を行ったというニュースを目にする機会が増えました。テレワークは、新型コロナウイ
ルスへの対策だけではなく、働き方改革や、公共交通機関の混雑緩和対策にも有効とさ
れています。今後このテレワークの活用次第で働き方が変わっていくのではないかと思
います。
　今後、注目したいと思います。

　「森林のたより」編集委員　曽我部 利幸

森林・林業関係イベントカレンダー（5～6月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

●講習時間　学科　  9:20～15:00
　　　　　　実技　15:00～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：60名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　学科・実技　9:00～16:00
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,700円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　20日　学科　　8:30～17:40
　　　　　　21日　実技　　8:30～17:30
　　　　　　22日　補講イ　9:00～11:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,650円（本代含む）（振込み）
●定　員：60名（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）チェーンソーを用いて
行う伐木等の業務従事者
（３～５年従事者）
安全衛生教育

刈払機取扱作業者
安全衛生教育5月12日㈫

5月15日㈮

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

県森連飛騨林産物共販所（高山市新宮町112-7）

●講習時間　学科　  9:20～15:00
　　　　　　実技　15:00～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

刈払機取扱作業者
安全衛生教育6月2日㈫ 林材業労災防止協会 岐阜県支部

電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

郡上市総合文化センター（郡上市八幡町島谷207-1）予定

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

県森連飛騨林産物共販所（高山市新宮町112-7）
5月20日㈬～
5月22日㈮

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間　10日　学科　　8:30～17:40
　　　　　　11日　実技　　8:30～17:30
　　　　　　12日　補講イ　9:00～11:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,650円（本代含む）（振込み）
●定　員：60名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　23日　学科　　9:00～16:00
　　　　　　24日　実技　　9:00～16:00
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：43,260円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）
学科及び実技一部免除者を含む。実技講習は10名
単位の開催となりますので実技受講者が10名以上
の場合は翌日になりますのでお問合せ下さい。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

10日（学科）・12日（補講イ）
　ぎふ森林文化センター(岐阜市六条江東2-5-6)
11日（実技） 県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）6月10日㈬～

6月12日㈮
伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

【山林協会　瀬上】 県指定史跡　鎌倉街道石畳（初矢峠）

下呂林木育種事業地の紹介

2

～森林づくりの縁の下の力持ち～

6月23日㈫～
6月24日㈬

走行集材機械の
運転業務特別教育

23日　学科　ぎふ森林文化センター(岐阜市六条江東2-5-6)
24日　実技　関市洞戸地内山林(予定)

第２報
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市況

外材市況（3月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

292

310

306

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（3月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

60,000

61,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　スギ4ｍ元木良材、中目30cm以上は高値推移。40cm以上節物は低
調。スギ3ｍ並材16～28cmの需要が旺盛。スギ４ｍ並材は潤沢な在庫を
背景に弱保合。ヒノキ4ｍ元木良材、中目選木に応札旺盛。ヒノキ並材は4ｍ
造材が有利。3ｍ並材は需要が少なく弱含み。合板向けは潤沢な在庫を背
景に、ヒノキ４mは保合、スギ４ｍは弱保合。製紙向けパルプ材は大手工場
に定期修理予定あり、出材を計画される場合連絡ください。発電向け未利
用材は継続して荷動きが活発。原木在庫は不足傾向。（岐阜）
　ヒノキ、スギ共並材が多く横ばいの展開で推移。スギ40ｃｍ以上枝虫、
大節等、欠点材は相変わらず売りづらく応札なし。ひめこは伐採シーズンの
終盤に入り駆け込み出材が多いが横ばい。広葉樹良材は問い合わせが多
く出荷願います。（飛騨）
　全般的に並材（16～22cm）横ばいか、やや安値で推移。ヒノキ元木、良
材２ｍ、３ｍ、４ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材））は継続して旺盛。ヒノキ
並材３ｍ、４ｍ（16～22cm）は、システム販売の安定供給に伴い横ばい。ス
ギは全般的に品薄、４ｍ元木良材は継続して旺盛。スギ並材は、３ｍ、４ｍ
（16～28ｃｍ）長良川木協・森の合板への供給（システム販売）に伴いほぼ
横ばい。ヒノキ・スギ６ｍ材は需要減。（東濃）

【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,980

2,600

木 材 用 語 一 口 メ モ

集成材を構成している挽き板、あるいは小角材のこと。元来、集成材は製材
生産の過程で発生した側材や短尺材活用を目的としたが、今日では小径木か
ら直接挽き板をとり人工乾燥させてラミナを量産するようになっている。

ラミナ

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1725回

4月7日

4月8日

4月9日

岐
阜
共
販
所

第1301回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

17,000
23,800
－
－
－
－
－
－
－
－
－

14,000
－
－

37,000
－
－
－
－

25,500
29,000
45,000
－
－
－

23,000
22,000
23,000
－

21,000
31,000
－
－
－

12,400
11,500
13,000
12,500
12,000
14,600
16,000
14,000
17,300
14,000
14,200
22,000
12,300
12,700
10,600
17,800
17,300
14,000
27,000
9,000
9,000

13,000
14,000
21,000
16,000
12,500
12,500
13,200
17,600
14,500
17,500
9,000

15,000
18,300
24,000
7,000
9,000

第1631回

東
濃
共
販
所

単位：円（1㎥当たり）

（参考）日刊木材新聞の読み方

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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